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１回目成績 

 

 
鶏卵衛生管理体制整備事業で 

 ５５０日齢採卵鶏の採材   

+でSalmonella.Virchow分離 

     

  材料 結果 

環境スワブ 

 ・給餌器 

 ・給水器 

 ・ネスト 

 ・壁 

   

 
  ― 

 

盲腸便   +  

生産卵   ― 
  鶏に異常なし 

  

図１ 

⑤ 



    

 

  

 ①農場で過去に分離歴はなかったので 

  農場内詳細な汚染状況把握 
 

 
 

  

 ②陽性鶏群の早期出荷が生産に与える影響を検討 

  [農家と家保で対策を検討] 

第２回検査 

    図２  

 1回目  サルモネラ陽性 

1回目検査後の検討 

サルモネラ陽性の場合の対応マニュアル 



２回目成績 

 

 

農場内汚染状況の調査 

GP床 ① 
② 

③ 

④ 

⑤ 

材料 場所 結果 

            

 

盲腸便 

①同ロット  － 

②隣  － 

③別の区画  － 

④育雛  － 

⑤再確認  + 
環境スワブ 

  

GP床  + 

   +でS.Virchow分離 

図３ 



 ２回目検査後の検討 

 ②家保の指導 

        ※GP床の汚染→  生産卵汚染防止対策 

     ○GP専用履き物設置 

     ○作業コンテナの床への直置き禁止 

     ○動線整理のための仕切りカーテン設置    

      

            ※農場従来のGP床消毒法の効果を検討 

       → GP床消毒後に第３回検査を実施 

 

     ※鶏舎内の堆積鶏糞を県外業者で堆肥化処理 

 

 

 

 

①マニュアルに基づいた対応 

       ○陽性鶏群の早期淘汰（肉用出荷しない）  
       ○陽性鶏舎内を逆性石けんで消毒 

        

 

図４ 



３回目成績 

 

 

GP床 

従来のGP床の消毒方法の 

        効果を検討 

+でS.Virchow分離 

  材料 場所 結果 

環境スワブ 

床 

 

 

 

GP 

  

     

 +  

                                                                                                                

図５ 
 



３回目検査後の検討 

 

          ① 逆性石鹸GP消毒後の乾燥時間の延長 

      ②GP内オゾン消毒濃度を上げる 

      ③夜間のオゾン消毒   

     

     改善の効果検討→ GP床の再々検査（第４回検査） 
 

 

     

 

  

GP消毒法の 

改善の指導 

①鶏舎外環境汚染？   敷地の消毒を指導 
 

②詳細な汚染状況把握 

   → 全鶏舎から盲腸便採材（第４回検査） 
 

陽性鶏群の出荷後にも関わらずサルモネラ分離 

図６ 



4回目成績 

 

 

 

 

 サルモネラ分離なし 

GP床 ⑤ 

  材料 場所 結果 

盲腸便 全採卵16鶏舎   － 

盲腸便 肉用鶏舎   － 

環境スワブ 

・床 

売店   － 

環境スワブ 

・ネスト 

・壁 

・床 

⑤ 

陽性鶏舎 
  － 

環境スワブ 

・床 

GP   － 

図７ 



 

・システムだけでは補いきれない部分の指導 

 

・毎年定期的に検査し、臨床症状の乏しいサルモネラを 

 早期発見したこと 

 

・普段からシステムに添った衛生管理をしていたこと 

・サルモネラ分離陽性時にも 

 システム内マニュアルに添って迅速に対応したこと 

まとめ と 考察 

システム認証農家でサルモネラが分離された 

サルモネラ分離なし 

農家の対応 

家保の検査 

家保の指導 

汚染の拡大を抑制 

問題点の発見と改善 

・危害因子の抑制と早期対応というシステム本来の役割が機能していることが確認できた 

・生産現場に合わせた指導を行うには、農家と家保の連携が不可欠 

図８ 


